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今
月
の
表
紙

人権啓発シリーズ

行列のできる『ふれあい鍋』

　快晴に恵まれ、第 20回目を迎えた『ふ
れあいフェスタ in おおさき』
　毎年恒例・行列のできる鍋として名物
となった『ふれあい鍋（豚汁）』には長
蛇の列ができ、来場者らを大崎の『食』
で温めました。

性的少数者と人権
　性同一性障害とは、生物学的な性『からだの性』と、

自分の性をどう認識するかという『心の性』が一致

しない状態をさします。性同一性障がい者は、日常

生活において奇異な目で見られるなど精神的な苦痛

を受けたり、社会の無理解や偏見のため不利益や差

別を受けている状況にあります。私たちは、性に対

する多様なあり方を認識し、理解を深めることが必

要です。
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